
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料が入手可能な極点データ処理 

 

 

 

 

 

 

 極点処理は通常、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアを用いるが、 

 ｒａｎｄｏｍ試料だけを用いる場合、簡易的なＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ソフトウエアを 

 用います。 

 

 最適な処理方法は、ｒａｎｄｏｍデータからｄｅｆｏｃｕｓファイル作成時は、 

 Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの理論式にＦｉｔｔｉｎｇを行い、最適化Ｒｐ％で補正を行うと 

 良い結果が得られます。以下に説明します。 
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    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 



概要 

ｓａｍｐｌｅと同一なバルク材で無配向試料が得られる場合、ｒａｎｄｏｍ試料からｄｅｆｏｃｕｓ 

ファイルを作成して極点データ処理を行う。 

ｒａｎｄｏｍ測定データを選択 

 

 バックグランドを削除したＴＸＴ２ファイルを作成 

 

  

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成 

 

 

 

 

配向データを処理 

 

バックグランド除去＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 



バックグランド除去＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋規格化 

 

 

｛１１１｝ ３．５１－＞６．４６ 

｛２００｝ ３．７６－＞８．４２ 

｛２２０｝ ２．３５－＞３．８９ 

 

 

Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆ理論式 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓファイルをＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇで行う。 

 

 

ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇで行うと規格化されて登録されます。 

 

バックグランド除去＋ｄｅｆｏｃｕｓ補正（規格化が含まれる） 

 

 

 

 

 



Ｒｐ％の最小化で計算 

 

 

 

 

Rp％最小化なし     Rp％最小化あり 

 

    

 

Ｒｐ％ 

  

 

 

 



の機能を調べるために、ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成時 

 と 

 を比較する。 

｛１１１｝ｄｅｆｏｃｕｓ 

 

実測値の凸凹からＦｉＦｉｔｔｉｎｇを行うと理論曲線を描く 

 

極点処理を行う場合、ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＦｉｔｔｉｎｇと最適化Ｒｐ％を組み合わせると良い結果が 

得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛２００｝ｄｅｆｏｃｕｓ 

 

｛２２０｝ｄｅｆｏｃｕｓ 

 

 

 


